
 

（様式３） 

令和４年度 しまねの公民館次世代参画支援事業 実績報告書 

 

市町村名 奥出雲町 公民館等の名称 三成中央公民館 

 

事業の 

目的 

テーマ「昔ながらの着物のＳＤＧｓ  つくる責任 つかう責任」 

 高祖母は繭を育て、糸を紡ぎ、色を染め、機織り機で自ら織った着物を自分で縫って大事に

使われてきた着物が、時代から取り残され、箪笥にしまわれてしまい、最近は捨てられてしま

うことが多い。大事に育まれていた着物の価値を最大限に活かし、現代の生活に活かす。 

 着物を通して関わり、つながった人々が継続して交流していくきっかけにする。 

事業の内容 

○ターゲットとする世代    小学生以上  特に３０歳代以上 

○地域の状況やターゲットにした理由 

  三成地区は時代の変化に伴い、地域の活動が減ってきていて、地域の繋がりが少ない。 

この事業を行うことにより、人と人とが繋がることの良さを再発見するきっかけとしたい。 

○対象者を呼び込むためのきっかけとなる活動や参画を促すことにつながる活動 

  

呼び込むための活動 

１．吉川しのぶ先生の着物リメイク展の開催 

１．アンケートの実施  

(教室参加者の募集・着物の寄付のお願い) 

１．ロビーカフェの開催  展示を見ながら井戸端会議 

             

 

 

 

                                                                                    

１．情報発信 奥出雲町情報協会「町の話題」で放映・ｄeep-town-okuizumo.jpに掲載・ 

    館内ポスター掲示・チラシ配布・ 

 

参画につながる活動 

１．夏休み小学生を対象にランチョンマット作成 リハビリ学園生徒・デザイン学校生徒・ 

高校生と着物生地を使い一緒につくる。                       

（コロナ感染の広がりやスケジュールが合わず断念） 

１．リメイク教室参加希望者の初会開催（8/27） 

１．リメイク教室を開催する。(9/10～3/25 24回）             

１．文化祭（10/1.2）・長者の湯（3/21～）での展示会 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                                                    



 

１. 新年会でプチファッションショー開催（1/14） 

１．寄付いただいた方にプレゼントの作成 

１．最後に振り返りを行うことで自分達で仲間作りを行う。 

成果と課題 

今後の見通し 

○期待する成果・効果 

アンケートより 

SDGｓへの意識がより高まった 

  ・眠ったままの着物に命を吹き込める感覚が心地よい。 

  ・着物をほどくことで作るのは大変だと感じ、新しい形に変わった服をより大切にしなく

てはと強く思った。 

人とつながる良さを再発見できた 

  ・年齢も職種も様々だけど、会員同士教えあったりと温かさを感じる。 

  ・日常の息抜き、楽しみができた。 

  ・興味はあったけど一人ではできず、参加して良かった。 

達成感 

  ・一着縫うのに時間がかかったけど、出来上がった時の嬉しさは格別だった。 

  ・出来上がったものを見せると、ステキと褒めてもらえ調子にのって頑張れる。 

  ・自分のペースででき、先生の和やかさと適切なアドバイスがありがたい。 

○課題、 

・ミシンの確保、整備 

・不用になった着物等を集める 

〇今後の見通し 

・子どもたちや高齢者との着物を使った交流事業の開催 

・積極的に展示会を開催し、不用になった着物等を集める（SDGｓにつながる活動） 

・会員を増やし、生涯学習の場に力をいれていく 

・SNSを使用し活動の様子を伝えていく 

 


